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１．研究計画の概要 
気候変動に関する政府間パネル第 4次報告

書によると、世界の陸地の約 4 割を占める乾
燥地では、今後、干ばつが増加し、すでに困
難に直面しているその水資源、農業生産、生
態系が悪影響をこうむる可能性が高い。本研
究では、ユーラシア草原において干ばつとい
う外的強制力を受けて、乾燥状態が「土壌水
分→植生→動物」と進んでゆく干ばつメモリ
の動態を解明し、干ばつという撹乱に対する
生態系の感受性・復元力という視点からその
持続性を評価することを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) モンゴル草原に位置するバヤンオンジュ

ルにおいて、2005 年夏に行った降雨遮断
屋根を取り付けた人工干ばつ実験後の変
化を長期にわたって継続観測した。干ばつ
実験直後（2005 年 8 月）には、地上部バ
イオマス、土壌水分などに顕著な減少が認
められたが、地下部バイオマスにはみられ
なかった。2006 年 8 月には、地上部バイ
オマスの急速な回復がみられたが、種組成
には回復が認められず、干ばつの影響が複
数 年 に わ た る こ と が 示 唆 さ れ た 。
2008-2010 年には干ばつ実験以前の 2004
年時点のレベルにまで降水量が回復した
が、耐乾性が小さいイネ科草本の回復は
2008 年にはみられず非干ばつ年の 3 年目
である 2010 年にみられた（2009 年は欠
測）。 

(2) モンゴル草原における土壌水分・植生の経
年偏差の減衰の自己相関解析により、秋の
土壌水分偏差は翌春まで持続し、8.2 ヶ月
という世界的にみて最も長いの時間スケ
ールをもつ。これは寒候季の小さい蒸発散

と強い土壌凍結によることがわかった。ま
た、植生偏差も同様の時間スケールをもち、
これは、(1)の干ばつ実験からもわかるよ
うに、植生偏差が多年生草本の地下部バイ
オマスによって寒候季に蓄えられている
ものと推察された。 

(3) モンゴル草原を長距離移動するモウコガ
ゼルついて、夏に生産された植物量のみな
らず、冬の積雪の経年変動に対応して大き
く行動圏を変えるがわかった。また、カザ
フ草原を長距離移動するサイガの越冬地
での植生・土壌調査を実施し、サイガの捕
獲・衛星追跡の開始に成功した。 

 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
モンゴル草原における干ばつ実験後の観

測調査と長期間の土壌水分・植生の既存デ
ータの解析は順調に進んでいる。また、カ
ザフ草原における 2010年春の積雪除去・秋
～初冬の降水遮断の実験は成功したのでそ
の経過を水安定同位体分析により詳細に解
析してゆく予定である。これから 2 年で感
受性・復元力を示す指標を考案する必要があ
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
各研究者の成果はあがってきたので、「干

ばつメモリ」を比較地球科学的視点という切
り口で相互の成果を比較検討し構造化しと
りまとめるため、これまでよりも頻繁に会合
をもち、学会などで個人の成果をまとめて
（あるセッションで連続して）発表する機会
をつくる。 
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